
なんでも学べる“教室の雰囲気”のつくり方

ジャパンナレッジスクール 探究学習セミナー2025

於：関西大学梅田キャンパス(2025/08/23)
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- 個々の生徒の学習過程をすくいあげる探究支援 -



登壇者紹介

2

•  山﨑勇気 (清教学園 探究科教諭)

@yukizakiyama_jp

 yamazakiyuki@seikyo.ed.jp

•  授業5割、図書館業務3割、分掌2割

• 自分の授業の一方で授業支援も担当

•  前職は大阪市内の公共図書館司書

https://x.com/yukizakiyama_jp
mailto:yamazakiyuki@seikyo.ed.jp


なぜ「心理的安全性」？
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• 数年前からこの手の質問が増えた

• どうにも「バズワード」の印象だが…

•  定義が曖昧で不明確なまま拡散？

• 外から見ると本校はそれ(?)が確保

できているように見えるらしい

探究学習で
「心理的安全性」
どうしてますか？



1_ 探究学習の「心理的安全性」をどう捉えるか

2_ 清教学園中学校「卒業論文」の現場から
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全体のながれ



このあとのパネルディスカッションで
取り上げさせていただきます。

拾いきれなかった質問は後日お返事さ
せて頂きます。
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質問・意見・感想をお寄せください

(Click! or Scan!)

https://docs.google.com/forms/d/1Xk-4QqIsW2Xyd__1zrqsI7gD6mvRxaBq6hhUlSSZFr0/viewform?edit_requested=true


1_ 探究学習の「心理的安全性」をどう捉えるか
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テーマが
決まらない

心理的安全性という言葉の背景
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探究学習で
「心理的安全性」
どうしてますか？

グループワーク
うまくいかない

生徒が意見を
言えない
書けない

発表が
辛そう

フリー
ライダー

事例集めれば
整理できそう



インタビューゲーム

• 2人組。相手のエピソードを聞き出す

▫ 探究の心理的安全性で困ったエピソードありますか？

▫ どんなふうに対応しましたか？

▫ 生徒はどんな様子でしたか？

▫ うまくいったエピソードはありますか？

•  合図でインタビュー開始 & 終了。役割を交代
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生徒⇔生徒

生徒⇔教員

教員⇔教員

…etc.



「心理的安全性」とは何かを考える
- 重要な2つの資料 –
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Rogers(1954)「Towards a Theory of Creativity」
創造性の理論に向けて
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C.R. Rogers(1954)Towards a Theory of Creativity

• 「創造性の欠如」に端を発する論考
▫ 画一的な人間を生み出す教育

▫ 受動的娯楽や集団行動の余暇活動

▫ 独創的努力をしない産業 etc.

• 創造性を促進する条件
▫ 創造性の内的条件

- 経験への解放 / 自己評価 /「私だけ」の感覚 etc.

▫ 創造性の外的条件
- (X)心理的安全性(Psychological Safety)

- (Y)心理的自由(Psychological freedom)



Rogers(1954)「心理的安全性」
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• X1. 個人の無条件の価値を受け入れる
▫ 個人のあり方と成長を尊重する

• X2. 外部評価がない環境を提供する
▫ 経験にもとづく自己評価が創造性へ向かう

• X3. 共感的に理解する
▫ 対象を共感的に理解し個人的世界を受け入れる 

•  個人の内面的自由と自己実現、創造性が主題 【総合的な探究の時間編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
「課題と生徒の関係」(イメージ)



Edmondson(1999)「恐れのない組織」
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• 企業内のチームに着目する組織行動学研究

•  組織の対人関係における不安要素を定量的に調査

• 「心理的安全性」ブームの火付け役
▫ Google(2012)アリストテレス・プロジェクト

• 心理的安全性が主題の一般書籍(経営学/教育学)の
多くがEdmondsonを参照しRogersへの言及は稀 

エドモンドソン著,野津智子 訳(2021)『恐れのない組織』英治出版



Edmondson(1999)「心理的安全性」
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• 率直な発言や懸念・疑問・アイデアの
提案による対人関係のリスクを人々が
安心してとれる状況、と定義。

• リスクへの不安が安全性を低下させる

• 業績基準が高く、心理的安全性が高い
組織は学習意欲パフォーマンスも高い

•  組織のパフォーマンスが主題

分らないと

言えない

不明点を聞けず
解消できない

こんなことも
知らないの？

と思われる…

心理状態 引き起こる言動

< IGNORANT >

「無知」と思われる不安

できない仕事を

安請け合い

失敗やクレーム
を隠してしまう

こんなことも
できないの？

と思われる…

心理状態 引き起こる言動

< INCOMPETENT >

「無能」と思われる不安

アイデアを

発言しない

忖度して自分の

意見を控える

仕事や会話の
邪魔をするな

と思われる…

心理状態 引き起こる言動

< INTRUSIVE >

「邪魔」と思われる不安

根本的問題を

指摘しない

気になることに

目をつぶる

いつも反論や
否定する奴だ

と思われる…

心理状態 引き起こる言動

< NEGATIVE >

「ネガティブ」と思われる不安

(図1) エドモンドソン,野津智子 訳(2014)『チームが機能するとはどういうことか』

(図2) エドモンドソン,野津智子 訳(2021)『恐れのない組織』

業績基準が低い 業績基準が高い

心理的安全性が高い 快適ゾーン
学習および

高パフォーマンスゾーン

心理的安全性が低い 無気力ゾーン 不安ゾーン



Rogers / Edmondson「心理的安全性」

14

• 「心理的安全性」議論の焦点・文脈が異なる

•  個人か、チームか。自己か、組織か。探究の現場はどちらをとるか

Rogers(1954） Edmondson(1999)

焦点 個人の創造性の発揮と自己実現 チームのパフォーマンス、イノベーション

文脈
カウンセラーや教育者といった

「促進者」と個人の関係性
組織、企業、医療現場など

チームやグループ内での関係性

目的
個人が本来持っている創造性を解放し

建設的に自己を表現すること
組織が構成員間の対人関係リスクを恐れず

意見し、学習し、適応すること

要素
無条件の肯定 (個人の価値を受け入れる) 

外部評価がない環境 (個人の経験に基づく自己評価)
共感的理解 (相手の視点から理解し受け入れる)

対人関係のリスクをとれる (質問/意見/間違いの表明)
組織内の雰囲気 (チームが安全であるという共通認識)

リーダーの行動 (対話の促進、建設的応答)

度合 個人の心理状態と、それに対する他者(促進者)の態度 組織内で共有される安全性と、形成される組織風土

分野 心理療法、教育学 組織行動学、経営学、チームマネジメント



探究学習の設計と心理的安全性の焦点
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•  学習者単位 (個人or協働)

•  テーマ設定主体 (教員or生徒)

• 第Ⅰ象限がRogers的な焦点

• 第Ⅱ・ⅢがEdmondson的な焦点

•  テーマ多様性小さい協働学習の
「心理的安全性」確保は大変

• 生徒の在り方と成長を重視するか

• 協働のパフォーマンスを重視するか

Ⅰ

ⅣⅢ

Ⅱ

テーマの多様性(小さい)

テーマの多様性(大きい)

個人

協働

(山﨑・片岡,2022)



2_清教学園中学校「卒業論文」の現場から
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お手元の
生徒作品を

ご覧下さい！

その他作品はこちら

(Click! or Scan!)

https://drive.google.com/drive/folders/1AKV3oaaTWamvPyBZaQo7LHj_MTQfmUge?usp=sharing


清教学園の「探究学習」
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• 図書館を使って • 論文を書く• 興味あるテーマで



学校 & 図書館 紹介

清教学園中・高等学校

•  生徒数1800名(中高)

•  中1-高2で「探究」の授業 (各1単位)

• 学力帯は中堅進学校

清教学園図書館 リブラリア

•  蔵書8万冊、受入点数3500点 / 年

• 年間貸出冊数

▫ 中学生 42.7 点 / 年 高校生 8.1 点 / 年
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図書館の様子

(Click! or Scan!)

https://youtu.be/zQw-gWBgcNs


学校図書館を使って「論文」を書く
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•  総合的な学習の時間 (1単位 / 1年間 / 30コマ)

•  生徒150名 / 担当2名 / 図書館の学習支援

•  学習実態 (全て平均値)
▫  文字数 : 2万2000字

▫  参考図書数：11.3冊 / 通読図書数：5.9冊

▫  論文合格率：9割

•  論文は全て図書館で蔵書化、貸出可能

テキスト公開中
(Click! or Scan)

https://libraria.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2025/07/%E3%80%90Web%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%89%88%E3%80%91_%E5%8D%92%E6%A5%AD%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%AE%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3%EF%BC%9A%E3%80%8C%E3%81%AA%E3%82%93%E3%81%A7%E3%82%84%E3%81%AD%E3%82%93%E3%80%8D2025_%E6%8E%A2%E7%A9%B6%E5%A4%A7%E5%85%A8%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AB.pdf


授業の様子

授業の様子を公開中

(Click! or Scan!)
QRコード

自動的に生成された説明

https://youtu.be/Novp2dGLzqo


心理的安全性を高めた要素
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• 自分が大事にしている事柄をテーマに

•  形成的評価 ( 面談 / 進捗アンケート / 添削 )

•  どんな分野でも学べる図書館づくり

•  個々が「私の研究」を抱える学習者集団

→ Rogersの「来談者(子ども)中心」に影響された授業



何を学ぶの？

身近な題材で

エッセイを書く

はじめての
探究学習

本を読んで
紹介する

中1

自分のテーマを問われ続ける3年間

卒業論文への
助走

魅力的な人に
取材しレポート

中2

卒業論文の執筆 / 参考文献の渉猟
フィールドワークの実施

中3

感謝の便りを
誰かに送る

どう学ぶの？

• 自分でテーマを決め、作文する3年間

• 成果物は常に公開され読まれる

なぜ学ぶの？
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「テーマ」とは何か

分野

題材

・研究テーマ
・リサーチ

クエスチョン

車の研究 (分野)

 → カーデザインの研究 (題材)

 → なぜ自動車デザインは2010年代以降

  各メーカーごとに統一され始めたか
(研究テーマ / リサーチクエスチョン)

時間かけて分野・題材を学ぶと
自ずと「テーマ」が絞られる

生徒のテーマ例
(Click! or Scan)

https://libraria.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/%E4%B8%AD3%E7%99%BB%E9%8C%B2%E7%94%A8%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF.pdf


なんでも学べる学校図書館

探究学習

司書・司書教諭
による支援体制

18年間、テーマ自由の
探究を経て集めた資料

新出テーマの資料は
スタッフで相談し購入

3500人の
先輩の先行研究



時期によって「問いかけ」が変わる
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• はじめは傾聴。ツッコミは入れない。初めての論文は不安で当然

•  やがて生徒にも自信や自負が。そこへ技術的なアドバイス 

生徒不安(中) 生徒不安(低) 生徒不安(低)

題材の検討
文献・フィールド調査

・図書館の探索
・文献調査(読書)
・フィールドワーク

具体的な研究テーマの決定
論文原稿へのアウトプット

・具体的な研究テーマの設定
・学習と研究成果を論文に
・問い - 結論 - 根拠 の対応

論文ブラッシュアップ
中高合同研究発表会

・さらに説得力を持たせる
・編集→提出を繰り返す
・発表用ポスター作成

中3 / 4月 - 8月 中3 / 9月 - 11月 中3 / 12月 - 3月

学習
課程

題材の検討を支援

「どんな本読んでる？」
「どんな調査したい？」

「動機から題材考えよう」

テーマの検討を支援 / 論文添削・判定

「結局どんなことがわかった？」
「その内容ならどんなテーマ設定？」

「この本読んだ？」「こんな調査は？」

テーマ検討支援
添削・判定

「もっと良くなるよ」
「こんな本あるよ」

学習
支援

生徒不安(高)

中2 / 11月 - 3月

分野の検討
文献調査期間

・図書館の探索
・文献調査(読書)
・研究ノート作成

研究分野の検討を支援

「何に興味があるん？」
「ふ～ん、なんでなん？」

「本棚行ってみよか」



毎月の進捗アンケート(4月)
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毎月の進捗アンケート(12月)

南



オフィスアワー(放課後の面談)
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•  時期的には中3の5月～7月に集中

▫ 「題材が絞れなくて」

▫ 「本が難しくて…」

▫ 「フィールドワークどうしよう」

▫ 「何も興味があることがないんです…」

• どんな質問でも研究の動機がカギになる

•  面談はしばしばカウンセリング的に



モチベが上がり不安感が下がる
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•  中2卒論開始時点のモチベは低く、

 月を追うごとにモチベが上がる

▫ 「やりたいテーマが見つかった」

▫ 「わかってることが増えてきた」

▫ 「ピッタリの本を買ってもらった」

▫ 「フィールドワークがよかった」

▫ 「落としどころが見えてきた」

•  学習経験や支援が不安感を下げる

• 「私の大切な研究」という手触り



社会課題×協働学習
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教員A

•  教員の指導はEdmondson的なマネジメント
•  生徒グループの進捗管理、紛争解決が主な仕事
• 動機の弱さと対人関係が学習充実の壁となる

教員B

06

02 03 04 0501

07 09 1008

・各グループの
マネジメント

・生徒のいざこざ
・フリーライダー
・進捗管理

・テーマ興味ない
・責任の偏り
・学習量の偏り

… etc.

・授業テーマに
対応(SDGs等)

・レファレンス
・研究動機がなく

読書が進まない

図書館



興味関心×個人研究
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教員A

•  教員の支援はRogers的な存在尊重・非評価・共感
•  多様な生徒・テーマに応じた学習支援が主な仕事
• 動機の強さと承認の感覚が学習を充実させる

教員B

・自身の興味検討
・読み考え書く
・それぞれ自己の

動機と研究内容
に向き合う

図書館

・多様な生徒の
テーマに応答

・興味の問いかけ
・動機(存在)の承認
・指導内容高度化

・多様な生徒の
テーマに対応

・各分類の蔵書
・レファレンス
・研究の動機が

読書を促進



興味関心×個人研究はいずれ他者と繋がる
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中間報告会

・近い分野の生徒が必ずいる
・「一丁前」に語れる位には

勉強していて助言できる
・研究内容が異なるも当該

分野への強い動機は共通

研究発表会

・強い動機がいい研究を生む
・自ずと発表がよくなる
・参観者も似た分野への興味
・双方向のやりとりになる
・人数差はどうでもよい

•  興味関心×個人研究は、Rogers的な心理的安全を生む

•  個人研究がむしろEdmondson的な心理的安全も生む

•  皆で協働でなく、個々が「私の研究」を抱える協働

普段の授業

教員

・それぞれの研究動機承認が
心理的安全な共同体を形成

・動機があるから勝手に進む
・互いの研究が異なるが故に

助言やチアが自然発生する

(図2) エドモンドソン,野津智子 訳(2021)『恐れのない組織』

業績基準
(低)

業績基準
(高)

心理的
安全性

(高)
快適ゾーン

学習および
高パフォーマンス

ゾーン

心理的
安全性

(低)
無気力ゾーン 不安ゾーン



なんでも学べる“教室の雰囲気”のつくり方

• Rogers的な、生徒個人の在り方に基づく心理的安全性と授業設計

• 個々の生徒の学習経験が充実すると、よい学習者集団が形成される

  その中でEdmondson的な、協働の心理的安全性も自ずと生まれた

• 秘訣は「知らんけど(でも見守ってるよ)」精神
▫ 僕は君じゃないので、テーマは自分で決めて。でも話は聞くよ

▫ なんでもテーマにしてええよ。でも、動機は教えてね

▫ 君のテーマに興味はないけど、君がどんなテーマを選ぶかは興味あるよ

▫ それができれば、論文の出来栄えはともかく、必ずいい論文になるよ

33



生徒は不確実な「過程(≠課程)」と向き合う

34

• 個々の生徒が学習テーマを決める

• 多様なテーマと図書館の蔵書が出合う

• 「わからなさ」と向き合う探究学習

• 教員が学習テーマを決める

• 皆で同じテーマを、同じ方法で学ぶ

• 「答え探し」の探究学習

情報集めて

はい。じゃあ…

資料
まとめて

班で
相談して

発表して



大人は学習の「過程(≠課程)」を大切に
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・面談やレファレンスを通じ、生徒のテーマを引き出す
・図書や人との出合いで、「私のテーマ」が決まっていく

教諭

   ・生徒への問いかけ
   ・研究方法の指導

司書

・資料収集/整理/体系化
・学習支援(レファ)

テーマ?!

興味?!

文献?!



【配信企画】

 探究学習・調べる学習ひろば

36

• 隔週土曜日 20:30-22:00 (アーカイブあり)

• 清教学園スタッフと図書館振興財団が企画

• 登録リスナー累計230名、ライブ配信平均40名

• 生徒のテーマ事例 / 参考文献の例 /

  学習支援の留意点 / フィールドワーク事例

視聴登録はこちら

(Click! or Scan!)

https://forms.gle/Ub2qBZa3RHzbNbvn7


授業・図書館見学等、いつでもどうぞ！

@yukizakiyama_jp

   yamazakiyuki@seikyo.ed.jp

37

お帰りの際に
返却願います

名刺交換等の際に
現物差し上げます

https://x.com/yukizakiyama_jp
mailto:yamazakiyuki@seikyo.ed.jp


このあとのパネルディスカッションで
取り上げさせていただきます。

拾いきれなかった質問は後日お返事さ
せて頂きます。
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質問・意見・感想をお寄せください

(Click! or Scan!)

https://docs.google.com/forms/d/1Xk-4QqIsW2Xyd__1zrqsI7gD6mvRxaBq6hhUlSSZFr0/viewform?edit_requested=true
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